
委員会・支部活動報告

大
阪
で
第
2
回
J
A
T
A
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商
談
会

J
A
T
A
会
員
と
自
治
体
・
観
光
事
業
者
ら
1
3
8
人
が
参
加

平
昌
で
第
30
回
日
韓
観
光
協
議
会
を
開
催

ソ
ウ
ル
で
は
日
韓
観
光
交
流
拡
大
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も

2
0
2
0
年
ま
で
に
日
本
人
旅
行
者
数
を
2
0
0
万
人
に

T
A
T
が
J
A
T
A
、J
E
T
R
O
、テ
レ
ビ
朝
日
と
M
O
U
調
印

e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e

　

J
A
T
A
は
12
月
11
日
、大
阪
市
の
大
阪
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
第
2
回
J
A
T
A
イ
ンバ
ウ

ン
ド
商
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

商
談
会
に
は
、J
A
T
A
関
西
支
部
の
滋
賀・

奈
良・和
歌
山
の
3
地
区
会
を
は
じ
め
、自
治

体
や
観
光
協
会
、観
光
事
業
者
な
ど
の
関
係
者

1
3
8
人
が
参
加
。J
A
T
A
訪
日
旅
行
推
進

委
員
会
需
要
拡
大
部
会
の
喜
田
康
之
座
長
が
、

J
A
T
A
と
し
て
各
地
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商
談

会
な
ど
を
通
じ
て
、大
都
市
部
に
集
中
し
て
い
る

訪
日
イ
ンバ
ウ
ン
ド
需
要
の
地
域
分
散
を
目
指
し

て
い
る
こ
と
な
ど
と
と
も
に
、同
委
員
会
に
お
け

る
取
り
組
み
や
訪
日
旅
行
市
場
の
現
状
、訪
日
需

要
の
地
域
分
散
への
処
方
箋
な
ど
に
つい
て
説
明

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、和
歌
山
市
観
光
協
会
、奈
良
県
ビ
ジ

タ
ー
ズ
ビュー
ロ
ー
、近
江
八
幡
観
光
物
産
協
会
、

加
太
観
光
協
会
、奈
良
市
観
光
協
会
、び
わ
湖
大

津
観
光
協
会
の
代
表
ら
が
、J
A
T
A
会
員
会

社
の
参
加
者
ら
に
対
し
て
、各
地
域
の
観
光
素
材

に
つい
て
熱
心
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
ション
を
行
い
、訪

日
外
国
人
旅
行
者
の
送
客
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

　

商
談
会
で
は
、J
A
T
A
会
員
旅
行
会
社
の

12
社
39
人
と
自
治
体・観
光
事
業
者
の
48
団
体・

75
人
が
、合
計
2
8
8
の
商
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
商
談
会
に
つい
て
、J
A
T
A
会
員
か

ら
は「
地
域
の
観
光
情
報
を
収
集
で
き
、地
域
に

お
け
る
訪
日
外
国
人
の
実
態
も
把
握
で
き
た
」

「
未
知
の
素
材
が
ま
だ
ま
だ
あ
り
、大
き
な
可
能

性
を
感
じ
た
」と
いっ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
ほ

か
、自
治
体・観
光
事
業
者
か
ら
は「
商
談
会
の
趣

旨
を
十
分
に
理
解
で
き
た
」「
他
協
会
の
プ
ロモ
ー

シ
ョン
手
法
が
大
変
参
考
に
な
っ
た
」と
いっ
た
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
地
域
に
お
け
る
訪
日

外
国
人
拡
大
に
向
け
て
有
効
と
思
わ
れ
る
施
策

と
し
て
は
、「
国
内
旅
行
会
社
と
地
域
観
光
施
設

と
の
商
談
会
」「
海
外
旅
行
会
社
を
招
聘
し
て
の

新
商
品
造
成
の
た
め
の
現
地
視
察
団
の
受
け
入

れ
」「
海
外
旅
行
博
等
への
出
展・商
談
会
参
加
」

の
3
つ
に
回
答
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

韓
国
の
江
原
道・平
昌
で
12
月
3
日
、第
30
回

日
韓
観
光
振
興
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
側
か
ら
26
人
、韓
国
側
か
ら
28
人
が
参
加

し
た
同
協
議
会
は
、日
韓
観
光
交
流
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、両
国
政
府
観
光
局
の
局
長
級
を
代

表
に
関
係
観
光
機
関
、業
界
な
ど
が
参
加
す
る

定
例
会
議
で
、日
韓
国
交
正
常
化
50
周
年
の
節

目
に
当
た
る
今
年
は
、「
2
0
1
5
年 

日
韓
観
光

交
流
拡
大
の
年
」と
し
て
事
業
を
展
開
。そ
の
成

果
を
評
価
す
る
と
と
も
に
連
携・協
力
を
深
め
、

今
後
も
継
続
し
て
観
光
交
流
の
拡
大
を
図
り
、

相
互
交
流
7
0
0
万
人
の
早
期
達
成
に
向
け
て
、

両
国
間
で
合
意
覚
書
に
調
印
し
、意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、翌
日
の
午
後
に
は
、ソ
ウ
ル
で「
日
韓
観

光
交
流
拡
大
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」も
開
催
さ
れ
、日
本

側
か
ら
1
1
8
人
、韓
国
側
か
ら
2
0
0
人
が

参
加
。J
A
T
A
の
田
川
博
己
会
長
と
韓
国
旅

行
業
協
会（
K
A
T
A
）の
梁
武
承
会
長
が
、そ

れ
ぞ
れ
、「
日
本
と
韓
国
の
観
光
交
流
拡
大
に
向

け
て
」「
日
韓
観
光
交
流
の
活
性
化
」を
テ
ー
マ
に

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

商談会で情報交換を行う JATA会員旅行会社と自治体・観光事業関係者

ソウルで開催された「日韓観光交流拡大シンポジウム」の登壇者ら

　

タ
イ
国
政
府
観
光
庁（
T
A
T
）は
11

月
27
日
、J
A
T
A
、日
本
貿
易
振
興
機
構

（
J
E
T
R
O
）、テ
レ
ビ
朝
日
の
3
者
と
、相
互

に
連
携
と
協
力
を
図
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
覚

書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　
タ
イ
で
は
国
内
に
お
け
る
政
治
情
勢
の
変
化

な
ど
が
観
光
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
て

い
る
も
の
の
、タ
イ
を
訪
れ
る
日
本
人
旅
行
者
数

は
1
0
0
万
人
を
下
回
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。



委員会・支部活動報告

ネ
パ
ー
ル
に
会
員
各
社
か
ら
の
義
援
金

大
地
震
か
ら
の
復
興
に
向
け
大
使
に
贈
呈

　

T
A
T
で
は
、こ
う
し
た
日
本
人
旅
行
者
の

推
移
に
つい
て
、タ
イ
国
内
に
お
け
る
旅
行
業
界

や
J
A
T
A
の
サ
ポ
ー
ト
が
な
け
れ
ば
、旅
行

者
数
の
減
少
は
避
け
ら
れ
な
かった
と
い
う
見
方

を
示
し
て
お
り
、今
回
の
覚
書
調
印
を
通
じ
て
、

2
0
2
0
年
ま
で
に
タ
イ
を
訪
れ
る
日
本
人
旅

行
者
数
を
2
0
0
万
人
ま
で
増
加
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
、情
報
交
換
や
J
A
T
A
会
員
と
の

連
携
に
よって
、タ
イ
への
旅
行
販
売
の
促
進
に
取

り
組
む
方
針
で
す
。

　
J
E
T
R
O
バンコク
事
務
所
は
、タ
イ
の
産
業

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
健
康
美
容
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
の
販
売

促
進
な
ど
で
相
互
に
協
力
す
る
と
同
時
に
、日
本

を
訪
れ
る
タ
イ
か
ら
の
旅
行
者
数
も
急
速
に
拡

大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、タ
イ
の
旅
行
業
界
関
連

事
業
者
な
ど
に
よ
る
日
本
で
の
投
資
誘
致
な
ど

も
図
り
た
い
考
え
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、テ
レ
ビ
朝
日
で
は
、日
本
と
タ
イ
の
観
光

に
関
わ
る
番
組
の
制
作
や
観
光
に
関
す
る
イ
ベン

ト
の
実
施
な
ど
で
の
相
互
協
力
に
よ
り
、双
方
向

交
流
の
拡
大
に
も
貢
献
し
て
い
く
方
針
を
明
ら
か

に
し
て
い
ま
す
。

　

J
A
T
A
の
中
村
達
朗
理
事
長
ら
が
11
月
19

日
、駐
日
ネ
パ
ー
ル
大
使
館
を
訪
れ
、ネ
パ
ー
ル
と

そ
の
周
辺
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
ネ
パ
ー

ル
大
地
震
か
ら
の
復
興
に
向
け
て
、会
員
各
社
か

ら
の
募
金
に
よ
る
義
援
金
1
8
9
万
7
9
5
4

円
を
渡
し
ま
し
た
。

　
写
真
は
、ネ
パ
ー
ル
の

マ
ダ
ン・ク
マ
ー
ル・バ
タ

ラ
イ
駐
日
大
使（
中
央

左
）、中
村
理
事
長（
中

央
右
）、原
優
二
理
事

（
左
か
ら
3
人
目
）、

黒
川
惠
運
営
役
員（
右

か
ら
2
人
目
）。

調印式で TAT のユッタサック・スパソーン総裁
（左）と握手する田川 JATA会長

12
月
14
日　
第
1
回
業
務
改
善
委
員
会
を
開
催
。

12
月
16
日　
第
3
回
海
外
旅
行
委
員
会
を
開
催
。

12
月
17
日　
第
3
回
訪
日
旅
行
委
員
会
を
開
催
。

1
月
6
日　
観
光
業
界
新
年
交
礼
会
を
開
催
。

1
月
7
日　
第
7
回
幹
事
会
を
開
催
。

1
月
7
日　
J
A
T
A
2
0
1
6
新
春
交
賀
会
を

開
催
。

12
月
8
日　

L
a
d
y 

J
A
T
A
委
員
会
を
開

催
。

1
月
6
日　
福
井
地
区
委
員
会
賀
詞
交
換
会
を
開

催
。

12
月
16
日　
総
務
委
員
会
を
開
催
。

1
月
5
日　
関
西
支
部
年
賀
会
を
開
催
。

1
月
6
日　
兵
庫
地
区
委
員
会
の
新
年
互
礼
会
を

開
催
。

1
月
7
日　
京
都
・
滋
賀
地
区
委
員
会
の
新
春
年

賀
交
歓
会
を
開
催
。

11
月
28
日
〜
12
月
1
日　
J
A
T
A
中
四
国
オ
ー

ナ
ー
・
幹
部
韓
国
研
修　

を
実
施
。
11
人
が
参

加
。

12
月
3
日　

ロ
シ
ア
セ
ミ
ナ
ー
（
広
島
）
を
開

催
。

12
月
14
日　

平
成
27
年
度
第
2
回
幹
事
会
を
開

催
。

12
月
17
日　
海
外
旅
行
委
員
会
を
開
催
。

1
月
6
日　

九
州
支
部
新
年
賀
詞
交
換
会
を
開

催
。

1
月
6
日　
国
内
旅
行
委
員
会
を
開
催
。

11
月
26
日　
国
内
旅
行
委
員
会
が
ダ
ム
視
察
を
実

施
。

12
月
16
日　
幹
事
会
を
開
催
。

関
東
支
部

東
北
支
部

九
州
支
部

中
部
支
部

北
海
道
支
部

沖
縄
支
部

関
西
支
部

中
四
国
支
部


